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天
文
學
上
の
度
量
衡

（
諺
ψ
賃
。
言
彦
げ
巴
d
朝
駆
）

（
メ
ー
ト
ル
式
の
使
用
を
奨
む
）

山

本

一

清

　
自
分
が
、
外
遊
の
最
初
、
米
國
へ
行
っ
て
、
先
づ
驚
い
た
こ
ε
は
、

あ
の
國
の
天
文
學
者
た
ち
が
イ
ン
チ
や
、
ブ
ー
ト
や
、
マ
づ
ル
や
パ
、

ウ
ン
ド
な
さ
の
測
り
方
を
使
ひ
、
一
方
，
い
ろ
く
好
い
鮎
を
知
っ
て
み

な
が
ら
メ
ー
ト
ル
式
の
尺
度
に
頑
張
に
抵
抗
し
て
み
る
事
で
あ
っ
九
。

そ
れ
に
、
温
度
の
も
の
さ
し
ぐ
」
し
て
は
馨
者
．
ま
で
が
華
氏
の
寒
暖
計
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

使
っ
て
み
る
の
だ
。
自
分
は
あ
き
れ
た
。
そ
し
て
彼
等
が
、
好
い
、
こ
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
く

分
に
知
り
な
が
ら
實
行
し
な
い
頑
固
さ
を
憎
々
し
く
も
感
じ
た
。
彼
等

に
勇
氣
が
無
い
筈
は
な
い
。
國
全
艦
が
あ
の
素
晴
し
い
勢
力
を
張
っ
て

所
謂
世
界
政
策
を
着
々
ε
實
行
し
て
み
る
ん
だ
か
ら
。
1
一
た
草
意
地

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

張
り
な
の
だ
。
！
圖
々
し
い
の
だ
ー
ー
“

　
す
べ
て
の
尺
度
の
中
で
，
メ
ー
ト
ル
法
ほ
さ
立
派
な
も
の
は
無
い
。

天
地
の
亘
大
か
ら
微
塵
の
細
小
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
量
は

メ
ー
ト
ル
法
に
よ
っ
て
容
易
に
測
る
こ
ε
が
出
置
、
断
じ
て
叉
如
何
な

る
も
の
ミ
の
歎
的
關
係
を
求
む
る
こ
ご
も
簡
箪
に
出
国
る
。
故
に
、
此

れ
が
好
い
ミ
知
っ
た
影
野
大
陸
の
総
て
の
密
々
は
夙
に
メ
ー
ト
ル
法
を

探
心
し
て
．
其
の
國
傳
來
の
尺
度
を
捨
て
・
し
ま
っ
た
。
只
、
人
間
く

さ
い
意
地
張
り
を
以
っ
て
押
し
通
さ
う
ε
す
る
英
米
の
爾
國
民
だ
け
が

正
當
な
理
由
な
く
し
て
，
此
の
世
界
的
風
潮
に
抵
抗
し
て
み
る
。
i
一
－
我

か
國
が
既
に
法
令
を
以
っ
て
メ
ー
ト
ル
法
を
制
定
し
、
今
後
，
漸
た
追

っ
て
此
の
新
尺
度
を
探
用
せ
ん
，
こ
す
る
は
誠
に
美
畢
で
あ
る
。
吾
々
、

天
文
に
た
つ
さ
は
り
、
メ
ー
ト
ル
法
の
美
黙
を
知
っ
て
み
る
者
は
、
ひ

ろ
い
杜
會
に
率
先
し
て
之
れ
を
用
ゐ
、
國
家
の
便
盆
を
面
面
さ
せ
る
や

う
に
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
望
む
ら
く
は
、
わ
が
「
天
界
」
に
於
い
て
も
，
イ
ン
チ
や
マ
イ
ル
を
避

け
て
、
断
然
メ
ー
ト
ル
や
グ
ラ
ム
を
使
ひ
た
い
。
日
本
文
で
あ
る
が
故

に
、
尺
や
貫
を
今
日
か
ら
断
然
書
か
な
い
ε
い
ふ
事
は
所
詮
不
可
能
か

も
知
れ
な
い
。
實
際
、
國
の
方
針
ミ
し
て
も
，
今
爾
ほ
数
年
間
は
メ
ー

ト
ル
法
ε
共
に
尺
貫
法
が
許
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
。
だ
か
ら
結

局
は
全
部
メ
ー
ト
ル
法
に
攣
っ
て
了
う
筈
だ
ε
い
ふ
事
を
承
知
の
上

で
，
今
姑
く
尺
貫
を
用
ふ
る
の
は
大
し
た
差
支
へ
で
は
あ
る
ま
い
。
し
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か
し
。
何
－
こ
し
て
も
イ
ン
チ
や
ヤ
ー
ド
や
、
マ
イ
ル
や
、
パ
ウ
ン
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

吾
々
が
用
ふ
る
理
由
は
全
然
無
い
筈
で
あ
る
。
尤
も
，
英
文
の
課
文
ε

い
ふ
も
の
な
ら
ば
此
の
限
り
で
は
無
い
が
。

　
S
、
一
慮
は
言
っ
て
見
た
も
の
の
、
實
際
に
は
英
米
式
の
尺
度
が
天

文
上
に
可
な
り
多
く
、
今
、
用
ゐ
ら
れ
て
る
て
、
そ
れ
を
全
部
改
め
て

了
う
こ
噛
こ
は
不
可
能
の
如
く
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
地
球
の
直
径
が
何

マ
イ
ル
だ
の
、
ド
ー
ム
の
大
き
さ
が
何
フ
ィ
ー
ト
だ
の
ε
い
ふ
こ
ε
は

思
ひ
直
せ
ば
、
今
す
ぐ
其
れ
等
を
何
里
、
何
尺
、
叉
は
何
メ
ー
ト
悲
こ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
ゆ
る

ひ
改
め
る
こ
ε
も
湛
湛
や
う
。
只
、
所
謂
望
遽
鏡
の
大
き
さ
を
言
ふ
何

々
イ
ン
チ
に
至
っ
て
は
、
凛
乎
は
可
な
り
困
難
か
も
知
れ
な
い
。
例
へ

ば
、
井
ル
ソ
ン
山
の
大
望
遠
鏡
は
「
百
イ
ン
チ
」
－
こ
樗
へ
る
が
故
に
、
い

か
に
も
大
き
い
も
の
ら
し
く
聞
え
る
の
だ
か
ら
。
之
れ
を
「
二
百
五
十

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
直
径
」
－
こ
言
っ
て
了
へ
ば
專
門
家
－
こ
難
も
、
幅

寸
、
其
の
推
量
に
ま
ご
つ
く
こ
一
こ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
，

之
れ
も
大
事
の
ま
へ
の
小
事
で
あ
る
。
吾
々
は
、
今
後
、
望
出
遅
鏡
の
大

き
さ
に
も
、
や
は
り
、
成
る
べ
く
イ
ン
チ
を
避
け
て
、
セ
ン
チ
を
使
ひ

た
い
。

　
因
み
に
、
天
文
に
關
暫
し
た
事
柄
に
、
換
算
を
必
要
ミ
す
る
揚
合
が

多
か
ろ
う
ざ
思
ふ
か
ら
、
今
左
に
イ
ン
チ
ミ
マ
イ
ル
ε
の
メ
ー
ト
ル
に

封
ず
る
關
係
牽
を
學
げ
や
う
。
都
ち
、
先
づ
イ
ン
チ
に
つ
い
て
は
、

爪
同
、
　
　
メ
ー
ト
ル
は
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
瞥
田
り
、

　
一
イ
ン
チ
に

　
二三四五

　
六
　
七
　
入
　
九

一
∩
）

二
〇

三
〇
四
〇嚇

十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
－

　
叉
，
マ
イ
ル
に
つ
い
て
は

　
　
　
一
マ
イ
ツ
に

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

　
　
七

　
二
．
五
四
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
｝
ッ

　
五
・
○
八
0
0

　
・
七
・
六
一
九
九

一
〇
。
一
五
九
九

一
ご
・
六
九
九
入

　
一
五
・
二
三
九
九

一
七
・
七
七
九
九

二
〇
・
ご
ご
九
八

二
二
・
八
玉
九
八

二
五
・
三
九
九
八

五
〇
・
七
九
九
六

七
六
⊥
九
九
四

一
〇
一
・
五
九
九
二

　
　
　
　
　
　
叉
，
［
セ
ン
チ
は

こ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
一
●
六
〇
九
一
ニ
キ
ロ
メ
習
ト
ル

　
　
　
一
二
・
二
一
入
七

　
　
　
四
・
八
二
入
〇

　
　
　
六
・
四
三
七
三

　
　
　
入
・
〇
四
六
七

　
　
　
九
よ
ハ
五
山
ハ
∩
）

　
　
　
一
一
・
二
山
ハ
五
一
二

七
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千百十九入
　　　　　　マ
　　　　　　イ
　　　　　　，レ
　　　　　　tt

　
】
ご
・
入
七
四
七
キ
ロ

　
一
四
・
四
入
山
〇

　
硝
山
ハ
。
〇
九
、
二
一
二

　
一
山
ハ
O
・
九
一
二
三
一

一
六
〇
九
。
三
こ
ご
四

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
即
．
ち
一
千
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
さ
て
、
普
通
．
天
文
に
用
ゐ
ら
れ
る
度
量
衡
の
中
で
最
も
重
要
な
も

の
は
長
さ
叉
は
距
離
を
測
る
尺
度
ご
其
の
躍
位
で
あ
る
。

　
天
文
現
象
上
か
ら
見
て
，
天
然
が
吾
人
に
與
へ
る
長
さ
の
翠
位
が
二

種
類
あ
る
。
一
は
地
球
の
赤
道
牛
径
で
あ
の
，
他
は
地
球
太
陽
聞
の
卒

均
距
離
で
あ
る
。

　
そ
も
く
一
、
メ
ー
ト
ル
L
其
の
も
の
が
、
元
は
地
球
子
午
線
の
四
千
萬

分
の
↓
こ
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
帥
ち
メ
ー
ト
ル

法
が
最
初
か
ら
地
球
の
大
き
ミ
こ
密
接
な
關
係
が
あ
る
こ
ミ
は
多
く
の

人
の
知
る
隔
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
只
、
初
め
此
の
メ
ー
ト
ル
法
の
定
め
ら
れ

た
頃
の
地
球
測
定
ε
い
ふ
も
の
が
、
今
か
ら
見
れ
ば
少
し
く
誤
っ
て
み

た
が
た
め
に
、
銑
に
人
爲
的
に
作
っ
て
了
つ
た
メ
ー
ト
ル
の
原
尺
が
眞

の
地
球
子
午
線
の
正
し
い
四
千
萬
分
の
一
ε
成
ら
す
、
一
萬
分
の
こ
ば

か
り
短
か
過
ぎ
る
一
こ
い
ふ
事
が
認
め
ら
れ
た
の
は
，
残
念
な
が
ら
、
致

し
方
が
な
い
。

八

　
ぐ
」
に
か
く
．
地
球
子
午
線
の
長
牟
軸
、
叉
は
赤
道
の
牛
径
が
幾
ら
あ

る
か
噛
こ
言
ふ
に
、

　
ベ
ソ
セ
ル
が
一
八
四
一
年
に
決
定
∵
し
六
の
が
六
三
七
七
三
九
七
・
一
五
メ
ー
塾
ル

　
〃
ラ
ー
ク
が
一
八
八
O
年
に
決
定
し
六
の
に
山
ハ
三
七
八
二
四
九
・
ニ
　
メ
ー
｝
ル

ヘ
ル
マ
ー
ト
が
一
九
〇
八
年
に
決
定
し
糞
の
ば
六
三
七
二
二
〇
〇
・
　
　
メ
ー
ト
ル

ヘ
イ
フ
ナ
ド
が
一
九
〇
九
年
に
決
定
し
穴
の
ば
山
ハ
三
七
八
三
入
入
・
　
　
メ
ー
｝
期

で
あ
っ
て
、
右
の
内
、
最
後
の
二
つ
が
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
立
、
派
な

も
の
で
あ
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
ヘ
ル
マ
ー
ト
の
ε
、
ヘ
イ
フ
オ
ド

の
ぐ
」
の
差
違
は
材
料
ε
し
て
用
み
た
槻
測
寄
値
の
違
ひ
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
，
相
互
に
可
な
り
の
開
き
が
あ
り
な
が
ら
、
今
俄
か
に
何
れ
が
眞

に
近
い
ε
断
定
し
難
い
事
情
に
あ
る
。
昨
年
の
測
地
學
地
球
物
理
學
の

マ
ド
リ
ド
會
議
で
は
ヘ
イ
フ
オ
ド
の
値
を
探
用
す
．
る
こ
ε
に
決
議
さ
れ

た
が
、
天
文
學
上
に
は
、
既
に
一
九
＝
年
の
パ
リ
會
議
の
際
、
ヘ
ル

マ
ー
ト
の
値
が
諸
種
の
天
思
量
に
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
決
定
さ
れ
，
現

に
撒
年
前
か
ら
、
こ
の
ヘ
ル
マ
ー
ト
の
値
に
立
脚
し
た
多
く
の
計
算
や

表
が
書
表
さ
れ
て
み
る
。
（
此
の
ヘ
ル
マ
ー
ト
の
値
は
日
本
の
里
撒
で

一
六
二
四
・
○
八
里
ミ
な
る
。
）

　
も
ろ
く
の
天
艦
や
宇
宙
の
大
き
さ
を
表
は
す
藪
量
の
基
本
は
、
結

局
、
右
の
地
球
赤
道
牛
径
に
鋸
す
る
の
で
あ
る
が
、
ぐ
」
に
か
く
、
之
れ

を
基
ミ
し
て
。
太
陽
の
視
差
を
測
っ
た
結
果
、
つ
ぎ
に
重
大
な
る
第
二

の
基
本
値
ε
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
が
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
．
太
腸
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ご
地
球
，
こ
の
李
均
距
離
で
あ
る
。
溢
れ
は
、
元
來
、
太
陽
幌
差
の
採
り

ゃ
う
に
よ
つ
て
、
幾
ら
か
違
っ
た
撒
値
が
出
る
こ
ε
も
あ
る
の
で
あ
る

が
，
（
天
界
第
三
十
回
號
「
太
陽
に
つ
い
て
」
－
こ
い
・
両
自
分
の
文
を
見
て
頂

き
た
い
、
）
こ
、
に
は
、
パ
リ
國
底
屈
議
で
決
め
ら
れ
た
八
・
八
b
秒
ミ

い
ふ
視
差
に
益
す
る
も
の
噌
こ
し
て

　
　
太
腸
地
球
間
の
亭
均
距
離
ば
　
一
四
九
五
〇
〇
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
　
　
三
入
〇
六
六
〇
〇
〇
里

を
記
し
て
置
か
う
。
之
れ
が
所
謂
天
文
軍
位
（
b
・
。
叶
．
。
コ
。
巨
。
・
一
G
昌
5
・
こ
構

せ
ら
れ
る
も
の
で
、
太
陽
系
の
大
き
さ
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
恒
星
相
互

の
距
離
か
ら
、
全
宇
宙
の
大
き
き
に
至
る
ま
で
、
総
て
想
う
し
た
も
の

を
数
量
的
に
表
は
す
場
合
の
基
本
二
野
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
光
年
」
（
じ
σ
q
ゴ
螢
§
）
，
こ
い
ふ
尺
度
が
天
罷
距
離
な
さ
を
言
ふ
場
合
に

は
時
々
用
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
重
れ
は
學
術
上
か
ら
言
っ
て
、
別

に
基
本
輩
位
－
こ
見
ら
れ
る
ほ
さ
の
も
の
で
は
無
い
。
し
か
し
、
ま
こ
一
こ

に
便
利
な
言
ひ
表
は
し
方
で
あ
る
か
ら
，
多
く
用
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
從
っ
て
今
此
の
文
の
中
に
見
逃
す
こ
ミ
は
出
來
な
い
。
　
一
光
年
は

即
ち
一
年
の
間
に
光
線
が
眞
室
中
を
走
る
距
離
で
あ
っ
て
、
光
線
速
度

に
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
（
》
・
b
鴫
野
8
げ
①
『
O
ロ
）
教
授
の
最
近
観
測
値
二
九
九
八

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
昨
叫
九
二
四
年
嚢
表
）
を
用
み
れ
は

　　

E・

Y
×
・
・
逸
ロ
睦
・
・
悼
。
×
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
　
　
串
　
　
　
尊
q
Q
①
α
●
ゆ
0
1
×
卜
◎
恥
　
〉
〈
①
O
　
＞
〈
①
O
）

　
　
帥
ち
　
一
ま
醤
1
1
㊤
」
①
一
①
×
一
〇
這
辛
口
図
1
τ
マ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
団
ム
O
㊤
b
σ
×
一
〇
這
瞳

　
　
　
　
　
　
　
1
1
①
G
。
G
。
O
O
　
　
　
渕
「
済
観
欝

－
こ
な
る
。
重
れ
で
測
っ
て
、
今
は
實
に
距
離
一
百
萬
光
年
ε
い
ふ
出
遅
方

の
天
艦
が
在
る
，
こ
認
め
ら
れ
て
み
る
の
だ
か
ら
、
驚
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
次
ぎ
に
、
重
量
に
つ
い
て
も
、
天
文
は
天
文
ら
し
い
大
き
な
も
の
さ

へし
を
持
っ
て
る
る
。
ほ
ミ
ん
㍗
ご
絡
て
の
場
合
に
、
星
の
質
量
は
太
陽
の

質
量
を
三
位
－
こ
し
て
言
ひ
表
は
す
こ
ε
に
今
は
成
っ
て
み
る
。
例
へ
ば

地
球
の
質
量
が
太
陽
の
三
＋
三
萬
三
千
四
百
三
十
二
分
の
一
だ
¶
こ
言
っ

た
り
，
木
星
か
太
陽
の
↓
千
四
十
七
分
の
一
だ
ε
言
ふ
様
に
、
太
陽
系

の
中
の
讃
遊
星
を
太
陽
に
比
し
て
言
ふ
ミ
同
時
に
、
．
恒
星
に
つ
い
て

も
，
シ
リ
ウ
ス
星
は
太
陽
の
四
倍
だ
の
、
カ
ペ
ラ
（
学
者
の
ア
）
星
は
太

陽
の
三
倍
だ
一
こ
い
ふ
風
に
言
ひ
表
は
す
。

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
で
は
、
そ
の
太
陽
は
質
量
が
幾
程
で
あ
る
か
7
こ
い
ふ
事
は
、
や
は
り
．

地
球
ε
の
比
較
か
ら
．
導
き
出
す
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
、
地
球
は
容
積
が
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樗
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マ

で
あ
り
、
其
の
比
重
は
水
に
嘱
し
て
五
・
五
倍
で
あ
る
か
ら
、
太
陽
の

質
量
－
こ
し
て
は
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ε
な
る
。

　
天
文
街
上
の
尺
度
ε
し
て
、
角
度
を
測
る
何
度
何
分
何
秒
－
し
い
ふ
言

葉
は
現
今
の
メ
ー
ト
ル
法
に
直
接
關
係
の
無
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

」
に
は
述
べ
な
い
。

　
叉
、
温
度
を
表
は
す
方
法
に
し
て
も
，
勿
論
，
華
氏
よ
り
も
囁
氏
の

方
が
便
利
な
も
の
ε
し
て
學
術
上
に
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
天
文
學
も
其

の
ほ
か
の
強
引
も
同
機
で
あ
る
が
、
天
文
だ
か
ら
ミ
言
っ
て
、
ま
っ
た
く

桁
建
ひ
の
大
き
な
温
度
の
み
を
李
引
取
り
扱
ふ
ε
限
っ
て
は
み
な
い
か

ら
、
こ
・
に
特
別
な
論
明
を
加
へ
な
い
で
も
、
例
へ
ば
太
陽
の
表
面
が

六
千
度
だ
ミ
言
っ
た
り
、
リ
グ
ル
（
オ
リ
オ
ン
の
べ
）
星
の
表
面
温
度
が

二
萬
度
だ
ぐ
』
言
っ
た
り
し
て
も
．
別
に
了
解
に
苦
し
む
こ
ご
は
あ
る
ま

い
ご
思
っ
て
省
ぶ
く
。

　　

@
軒
意
中
罐
曜
攣
天
文
學
最
近
の
諸
問
題
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